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関 係 法 令

（；？？） 
政 令

321 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に
関する法律施行令の一部を改正する政令 9. 22 

330 国家公務員共済組合法施行令の一部を改正
する政令 9. 29 

331 昭和4 0年度における旧令による共済組合等
からの年金受給者のための特別措置法等の
規定による年金の額の改定に関する法律等
の一部を改正する法律附則第2条第1 項の
仮定俸給の額を定める政令 。

332 昭和4 0年度における旧令による共済組合等
からの年金受給者のための特別措置法等の
規定による年令の額の改定に関する法律施
行令等の一部を改正する政令 。

339予算決算及び会計令の一部を改正する政令

等の一部を改正する政令 9. 30 

訓 令

I �JT�� 

学位授与（文部省〉 9. 2 
号外111

昭和41年度国家公務員採用中級試験公告（人事
院事務総長〉 9. 10 
昭和41年度国家公務員採用上級（甲種、乙極〉
試験合格者（人事院事務総長） 9. 22 

学 内 規 則

富山大学収入宮吏事務取扱
内規の制定

富山大学収入官吏事務取扱内規を次とおり制定する。

昭手IJ41年9 月 1 0日
富山大学長 横田嘉右衛門

官山大学収入官吏事務取扱内規
（総貝lj)

第1条 富山大学の収入官吏の事務は、会計法（昭和22年
法律第35号〉および予算決算及び会計令（昭和22年勅令
第165号） その他の関係法令の定めるもののほ か、この
内規lとより取扱うものとする。
（収納事務）

第2条 収入官吏は、納入者から納入告知書または納付書
を添えて現金の納付を受けたときは、とれを収納し、納
入者に現金領収証書を交付しなければならない。

第 3 条 収入官吏は、授業料、寄宿料、入学検定料および
入学料ならびに農場生産物売払代等の現金の納付を受け
たときは、乙れを収納し、納入者に現金領収証書を交付
しなければならない。

第4条 収入官吏は、現金を収納したときは、現金収入計
算書を作成し、現金領収済報告書を添えて才入徴収官に
送付しなければならなし、。
（現金の払込報告等事務）

第5条 収入官吏は、現金を収納したときは、乙れに現金
払込書を添え、現金領収の日または、その翌日、日本銀
行または才入代理店lζ払込まなければならない。

第6条 分任収入官吏は、毎月、現金払込仕訳書に現金収
納月計表を添え、翌月3日までに主任収入官吏に送付し
なければならなし、。

2 主任収入官吏は、前項の報告書をとりまとめ、 5 日ま
でに才入徴収官に送付しなければならない。
（現金の亡失報告事務）

第7条 主任収入官吏は、その保管にかかる現金を亡失し
たときは、直ちにその理由を記載した報告書を作成し、
才入徴収官を経由して、学長lζ提出しなけれ ば な ら な

。、．3LV

 27 人事に関する権限の委任等に関する規程の I 2 分任収入官吏による前項の報告は、主任収入官吏を経
一部を改正する訓令 9. 21 I 由してお乙なうものとする。
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（交替、引継事務）
第8条 収入官吏の交替の場合は、前任収入官吏は、交替

の前日をもってその月分の現金出納簿、現金収納日計簿
および現金領収証書用紙受払簿を締切り、引継ぎの年月
日を記入し、後任収入官吏とともに記名捺印して引継ぎ
を確認しなければならない。

第9条 前任収入官吏は、現金現在高調書および現金なら
びl乙引継ぐべく帳簿、証拠書その他の書類の目録各2通
を作成し、後任収入官吏が立会いのうえ、年月日および
受渡しの終った旨を記入し、記名捺印して、各1通あて
保管しなければならない。

（計算証明事務）
第10条 主任収入官吏は、分任収入官吏の取扱った収入金

の計算を併算して、収入金現金出納計算書を作成しな け
ればならない。

第11条 収入金現金出納計算書には、検査書を添付しなけ
ればならない。

第12条 収入金現金出納計算書の附属証拠書類は、収納機
聞の領収証書とする。
2 附属証拠書類の編集は、取扱い収入官吏ごとに別冊

とし、科目どとに紙数および金額を記載した仕切紙を
挿入し、表紙lζは総紙数および金額を記載しなければ
ならない。

（帳簿書式）
第13条 収入官吏の取扱う帳簿および書式等は、別紙様式

のとおりとする。
附 則

この内規は、昭和41年 9 月10日から施行する。
別紙諸帳簿書式等の様式

現金出納簿 ｛国の会計帳簿及び書類の様式lζ 1
k関する省令、別表第16号書式 ／ 

現金収入日計簿
現金領収証書用紙受払簿
債権管理補助簿（授業料）
債権管理補助簿（寄宿料）
現金領収証書
現金収入計算書

現金払込書

現金収納月計表

現金払込仕訳書

収入金現金出 納計算書

第1 号書式
第2 号書式
第3 号書式
第4 号書式

第5号書式の1,2,3,4
第6 号書式
（出納官吏事務規程）
第1 号書式 ／ 

第7 号書式
（出納官吏事務規程 ）
第2 号書式 ／ 
（計算証明規則 ） 
第4号書式 ／ 

収入金現金出納計算書証拠書類表紙および仕切紙
第8号書式

交替引継目録 第9号書式

.....,, 
-r 

富山大学科学研究費補助金
経理取扱内規の制定

富山大学科学研究費補助金経理取扱内規を次のとおり制
定する。

昭和41年 9 月10日
富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学科学研究費補助金経理取扱内規
（目的）

第 1 条 富山大学における科学研究費補助金の経理の取扱
いについては、科学研究費補助金取扱規臣（昭和40年文
部省告示第110号）その他の関係法令に定める も ののほ
か、ζの内規の定めると乙ろによる。
（経理責任者）

第2 条 科学研究費補助金の経理は、科学研究費補助金取
扱要領（昭和40年7月旧大学学術局長裁定）の定めると
とろにより、研究機関の代表者である学長の命令lと よ
り、経理責任者がお乙なうものとする。
2 経理責任者は会計課長とする。
（経理責任補助者）

第 3条 経理責任者は、研究者の所属する部局に、経理責
任補助者をおくものとする。
2 経理責任補助者は、会計係長とする。
（経理担当者）

第4条 経理責任者は、経理担当者を定め、帳簿の記帳、
伝票の作成、証拠書類の整理保管、小切手の振出し（捺
印を除く。）等をおζなわせるものとする。
2 経理担当者は、出納係長とする。
（補助金の預託）

第5条 交付を受けた科学研究費補助金は、各個研究およ
び機関研究lとわけで、信用確実な市中銀行に普通預金す
るものとする。
2 預金の名儀は、科学研究費補助金経理責任者の富山

大学会計課長とする。
3 預金lとより生じた利子は、研究に必要な経費にあて

なければならない。
（物品の購入等及び支出手続）

第6条 研究者は、研究Iζ必要な物品または役務行為の請
求については、交付決定額の使用内訳書にもとづき、別
紙第4号書式の依頼書を作成し、経理責任補助者に提出
しなければならない。
2 経理責任補助者は、前項の規定iとより依頼を受けた

ときは、会計法（昭和22年法律第35号）および予算決
算及び会計令（昭和22年勅令第165号）に定める契約
方式に準じてお乙ない、検収後は、別紙第4 号書式の
依頼書を経理責任者に提出するものとする。

3 補助金で研究または調査のため旅行する場合は、国
の出張または旅行に準ずる手続きをおこない、出張終
了後は、 別紙第9号書式lとより記録しなければならな
し、。
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第 1 号書式の1

第 1 号書式の 2
第 2 号書式
第 3 号書式

依頼書
科学研究費補助金支出決議書

賠命令伺

旅行命令簿ャ ー依頼
概算 壷旅費精算請求書

出張記録
寄附願書
謝金支給調書
出 面 表
賃金支給調書
科学研究費補助金経理引継書

第 4号書式

第 5号書式

第 6 号書式

第 8号書式

第9号書式
第10号書式
第11号書式
第12号書式
第13号書式
第14号書式

附 買IJ

この内規は、昭和41年 9 月10日から施行する。

第7号書式

4 経理担当者 は、支出依頼を受けた ときは別紙第5号
書式の科学研究費補助金支出決議書案に関係証拠書類
を添付して、その決裁を受けなければならない。

5 経理担当者は、前項の決議書によらなければ小切手
を振り出すとと ができない。

（実績報告書の作成）
第7条 経理担当者は、毎年度 3 月末現在をもって科学研

究費補助金実績報告書を作成しなければならない。
（交替〉

第8条 経理責任者 が交替する場合には、前任者は交替の
日の前日をもって帳簿を締切り、別紙第14号書式の科学
研究費補助金経理引継書を作成し、 預金現在高証明書を
預託銀行に請求して、 これを経理引継書l乙添付しなけれ
ばならない。
2 経理引継書には、 引継年 月日および引継を了した旨

を記入し、後任の経理責任者と と もに記名捺印し、こ
れを確認しなければならない。

（帳簿等〉
第9条 経理責任者は、次の各号に掲げる帳簿を備えなけ

ればならない。
(1）科学研究費補助金収支簿
(2）普）f.2（定期）預金通帳
(3) 当座預金出入表
(4）小 切 手 帳
(5）小切手用紙受払簿

2. 経理責任補助者 は、次の帳簿を備えなければならな

報

動異事人

同会点目｜発
1 41. 9. , I 富山大学長

1 41. 9. 4 J 
1 41. s. 31 1 
1 41. 9. 15 1 
1 41. 9. 3 0  l 
I ij I 

氏 者,&,. Tl 容内動異名

（期間は42.3. 31まで）休職にする省) I J 中

。（期間は42.3.3まで）。司意畑大

ij 

。

イ7。司章越塚

現 官 職 ｜
教 務 員 ｜

｛文 理学部） ｜ 

下守可寸
教 諭 i

（教 育 学 部） ｜ 
助 手 ｜

（薬 学 部 ） ｜
教 務 員 i
（ 。 ） ｜

（期間は41. 10.31まで）

ふいtJ→ノ

ィ7

辞職を承認する

子
z＝ロ，勾1

文回

上

新

ィア

＂＇与
づ一

研修会は、昭和39年 7 月以降に本学の事務系職員となっ
た事務系新任職員を対象花、 「文教行政の基本問題ならび
に大学行政上の諸問題について基礎的知識を与え、職務に
ついて能率的運営に資する」乙とを目的として行なわれる
ものである。

研修会日程および研修生は次のとおり
第 1 日（ 9 月6 日）

。

事務系初任者研修会
富山大学事務系初任者研修会は、 9月6 日から10日まで

の 5 日間、富山ユース・ホステノレ（宮山市浜黒崎）で行な
われた。

報

子Eヨ
巨ヨ

諸

田ネ冨

内
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開講式及び自己紹介、特別講義（有国事務局長〉、

国 家公務員法詳解（辺見庶務課長）、特別講義「法学

概論」 （吉原助教授）、文書 の作り方（草島事務官）

ユース・ホステノレについて（ユース・ ホステノレ所長）

討論会

第2 日（9月7日〉

国 の予算及び大学 の予算（木下会計 課長）、大学 の

会計事務組織（酒井会計課課長補佐〉、退職給付につ

いて（藤田職員係長〉、 会計実務について（奥井司 計

係長）、孔版技術について（平野事務官）、事例研究

第 3日（9月8日〉

大学 関係法規・ 勤務及び休暇について（土井庶務係

長〉、共済組合短期給付について（加 藤総務係長）、

レクリェーション（海水浴）、事例研究

第 4日（9月 9 日）

大学 の施設及び将来計闘について（瀬川施設課課長

補佐）、公文書 の取扱について（若林文書係長〉、 学
部紹介（井波庶務課課長補佐）、公務災害補償につい

て（藤田職員係長）、 職員 の任用、給与関係法規及び
人事管理（服務）について（高松人事係長）、 レクリ
ェーション、事例研究

第 5日（9月10日）
自由勉強、 テスト、閉講式

研修生
庶 務 課 野口隆
会計 課 岡田東彦、丘山昇、桶喜一、堀利秋、

松 本進
施 設 課 佐伯信男、永井繁夫
学 生課 麻生友治、 細野功
文 理学部 五十嵐靖夫
教育学 部 山ノ下裕一
薬学 部 土肥隆三

工学 部 雁田彰、黒川浩正、高塚清文、谷口之武男
谷口泰一、前田邦樹、室谷和雄、渡辺秀一

附属図書舘 松下義春
短期大学部 奥野正美

なお、研修会反省会は、9月2 2 日職員 ホーノレで 、講師お

よび研修生が出席してひらかれた。

附属学校研究協議会

教育学 部附属学 校（園）の研究協議会は、9月11日附属小、
中 学 校および幼稚園でそれぞれ開催された。

協議会には県下各小、 中 学 校および幼稚園 の先生多数が
参加 、附属学 校（圏）の各教諭の行な う授業を 参観のあとそ

れぞれ の主題 を もと に 研究協議 が行なわれた。

学

附属各学 校（園）における研究主題は次のとおり

附属小学 校

主題 能力を のばす学習指導のあり方

一一学 習過程における子どもの反応と 問題点一一

附属中 学 校

主題 主体性の高ま りを めざす課題 学 習

附属幼稚園

主題 幼児の興味・ 関心をど のよう育にてたらよい か

なお、ほかに 小学 校では富山県教育委員会教育長河野宰

治氏の「富山県の教育 の諸 問題」について、 また中 学 校で

は教育学部林三雄助教授 の「主体性の高ま りを めざす課題

学 習」について、それぞれ講演があった。

レクリエーシ ヨン

バ レーボーノレ大会

全 国公務員レクリエーシヨン共同事業富山地区バ レーボ

ーノレ 大会は、9月2日本学 新体育館で行なわれた。

競技には7チームが 参加し、熱戦の結果本学は 3 位に入

賞した。

競技成績は次のとおり

優勝 富山郵便局

次勝 名古屋通産局公益事業富山支局

3 位 富山大学

。 北陸地方建設局富山工事事務所

職 員 消 息

＜住所変更＞

経営短期大学部
事務官 矢後 和子

海
塚田欣司助教j受

外 出 張

薬学 部塚回欣司 助教授は、 「蛋白および核酸の生合成

の研究」のため、 6月15日か ら 9月30 日までアメリカ の

ピッツパーグ大学へ出張した。

吉井英一助教授

薬学部吉井英一助教慢は、 「天然有機化合物の合成研

究」 のため、昭和40 年9月1 日から昭和41 年8月3 1日ま

でアメリカ のコロンビア大学 へ出張したが、 こ のたび研

究成果の途中 を理由に出張期間を 5ヶ 月延長して昭 和

42年1 月3 0日まで と した。

小橋恭一助教授
薬学部小橋恭一助教授は、 「酵素の作用機構の研究」
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のため、昭和刊年9月 1日から昭和41年8 月31日ま でア
メリカのイエシパ大学へ 出張したが、とのたび研究成果

の途中 を理由に 出張期間を6ヶ月延長して昭和42年2月
28日ま で とした。

横 山泰助教授
文 理学部横 山泰助教授は、 「有機化学反応機構な どの

研究」のため、昭和41年9月12日から昭和42 年9月17日

ま でアメリカのイリノイ工科大学へ出張した。

植村元覚教授
経済学部植村元覚教授は、文 部省在外研究員として9

月20日から12月19日ま での9｛）日間、 アメリカお よび連合

王 国（イギリス ）に 派遣されることに な り、 9月17日離
富、20自に 羽田空港を発った。

教授は、アメリカのハーバード大学で45白問、イギリ
スのロンドン 大学で45日間滞在し、 「地域の工業化と産
業 経営の変化」について研究されるζとに な っている。

内 地 研 究 員
柿岡時正助教授

文 理学部柿岡時正助教授は、昭和41年度文部省内地研
究員として、 昭和41年9月 1日から昭和42 年2月28日ま
で東京大学にお いて哲学研究に 従事する。

田村茂夫助教授
経営短期大学部田村茂夫助教授は、 昭和41年度文 部省

内地研究員として、昭和41年9月 1日から昭和42 年2月
28日ま で 、東京大学にお いて法学研究に 従事する。

主 要 日 誌

9月 2 日 学部長懇談会
。 全 国公務員R共同事業 富山地区バ レーボーノレ 大

会 （本学コート〉

6 日 給与勧告説明会（ 名古屋大）
6 ～1 0日 富山大学事務系職員初任者研修会（富山ユ

ース ・ ホステノレ ）

7 日 国家公務員災害補償制度説明会 （ 名古屋大）
7 ～10日 東海北陸地区国立学 校 庶務系事務職員研修

会 （羽咋、農村青年研修館 ）
11日 教育学部附属学 校 （ 園 ）研究協議会

12日 新職員団体制度説明会 て金沢大）
13日 文 部省大学学術局岡野審議官来学
14日 有田文部大臣来 学
19日 第17 回会計事務特別研修（東京学芸大〉
20～2旧 昭和41年度文 部省共済組合地区別事務担当

者打合会（京都大）

昭和41年9月

2 2日 初任者研修会反省会
2 6～30日 昭和41年度 国立大学幹部職員研修講座（ 国

立教育会館 ）

2 9日 国大協 ・学生問題 特別委員会（東京大）
30日 計算センター運営委員会

i文理学鶴｜
9月 1日 第14週授業開始

6 日 学部図書委員会
7 日 教授会

。 人事教授会
10 ・1旧 学部 レクリエーシヨン旅行（下目方面）

14日 前期授業終了

グ 学部補導委員会
。 人事教授会
。 文学科懇話会（ 山本助教授研究発表「トーマス

マンの＜フリートリッヒと大 同盟＞Jについ
て）

16～28日 一般教育期末試験
17日 教授会
28日 学部補導委員会

教育学部1
9月 2 日 教育実習委員会

グ 教務委員会
3 ・4日 学部 レクリエーシヨン〈第2班〉小川温泉

元湯

5日 職業補導委員会
7 日 教 授会
16日 教務委員会

26日 大学問題対策委員会
2 7日 学部図書委員会
28日 教務委員会

ィ？ 教務・補導合同委員会
// 教授会

2 9日 教授会

経済学部
9月1日 人事故授会

// 第12 回教授会
5日 人事教授会

イク 第13回教授会
8 日 教務委員会

。 第14回教授会
1 3日 人事教授会

イア 第15回教授会
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17日 北陸経済研究所常任委員会
。 第16回教授会

� "T・

グ 植村教授（在外研究員〉富山出発（20日羽田発）
21臼 職業補導委員会
29日 教務委員会

。 第17回教授会
。 人事教授会

議 学 部！
9月1 ～15日 昭和42年富山大学大学院薬学研究科（修士

課程）学生募集
8日 教授会

グ 大学院薬学研究科委員会
グ 職業補導委員会

20・21日 昭和42年度大学院薬学研究科入学試験
21日 大学院薬学研究科委員会
24日 昭和42年度大学院薬学研究科入学試験合格者発

表
30～10月8 日 前期末試験

｜工 学よ｜
9 月3 日 北陸信越工業教育協会富山県支部講演会

6日 大学院設置準備委員会
。 工学部五福移転促進協議会

7日 一般教授会及び専任教授会
15日 文部省大学学術局審議官岡野澄氏来学部
25日 金沢大学工学部との交歓試合（於五福地区）
27日 産学協同趣旨P R懇談会
28日 一般教授会

。 大学設置準備委員会

｜τ属図書館｜
9月十日 時間外開館開始

13日 福井大学附属図書館見学く指定図書制度実施状
況等〉（館長、事務長、本館係長参加）

16日 県図書舘協会整理事務研修会（県立図書館〉
。 商議会（第3回）

｜経営短期大学部｜
9 月10・11日 秋季レクリエーシヨン（片山津）

16～22日 前期期末試験
26～10月 1日 集中講義（経営学総論）
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